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　昨年、白河市と棚倉町から桜をいただきまし

た。

　白河市は、川越藩火縄銃鉄砲隊保存会代表・

寺
てら

田
だ

勝
かつ

廣
ひろ

さん（小江戸川越観光親善大使）が、毎

年同市の桜まつりで鉄砲隊の演武を披露してい

る関係で川越とつながりがあり、最近は桜まつ

りに私も毎年招待されています。他の公務と重

なってしまうことが多く、行く機会がなかった

のですが、3年ほど前に初めて同市の桜まつり

にお邪魔しました。

　桜まつりの会場となる白河小峰城は、東日本

大震災で石垣が大きく崩れ、平成24年春に家

内とお城に行ったときは崩れた石垣がそのまま

の状態で本丸に上る道も通行止めとなっていま

したが、桜まつりに行ったときには、石垣もか

なり修復が進んでいました。かみしもをつけ、

本丸の櫓
やぐら

を見上げる広場の来賓席で床
しょう

几
ぎ

に座っ

て見た川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の演武は、素

晴らしい光景で忘れられません。同市からの桜

は、お城に由来するということで、川越城の城

郭の中である初雁公園の一角に植えました。

　棚倉町からは、昨年11月に、日本三大桜に

数えられる三
み

春
はる

滝
たき

桜
ざくら

の子孫木など40本の桜の

苗木をいただきました。同町は、言うまでもな

く川越市にとって最初の姉妹友好都市で、47

年以上にわたって交流のある町です。私も既に

何度もお邪魔していますが、他の公務が重なっ

て春祭り（十万石棚倉城まつり）には行ったこと

がありませんでした。

　昨春は、十万石棚倉城まつりに毎年参加して

いる川越藩行列保存会会長の金
かね

子
こ

正
まさ

之
ゆき

さん（小

江戸川越観光親善大使）のお誘いもあり、初め

て十万石棚倉城まつりにお邪魔しました。その

際、同町の鈴
すず

木
き

敏
とし

光
みつ

副町長から「自宅の枝垂れ

桜が満開で見頃だから」と誘われ、素晴らしい

枝垂れ桜を見せていただきました。川越市に

も、この素晴らしい枝垂れ桜を植えたいと思い

を伝えたところ、同じ種類の苗木を川越市に下

さるという話がまとまったものです。同町にあ

る東北地方で最高位の格式を持つ陸
みち

奥
のく

一
いちの

宮
みや

馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神社の枝垂れ桜の種子から育てた

苗木だそうです。同町からの桜は、寿町学校

給食センター跡地にこの春開設した川越市児童

発達支援センターと、霞ケ関西公民館、資源化

センター、なぐわし公園などに植えてあります。

　いずれの桜も大きく育ち、たくさんの花をつ

けて市民の皆様を喜ばせてくれるのが楽しみ

です。

85　白河市の桜、棚倉町の桜

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」

の
削
減
は
、
世
界
的
な
課
題
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
27
年
度
の
推
計
値
で

年
間
約
6
4
6
万
ｔ
も
の
食
品
ロ
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
全
体

の
食
糧
援
助
量
約
3
2
0
万
ｔ
の
お
よ

そ
2
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

国
内
で
発
生
し
た
6
4
6
万
ｔ
の
う

ち
、
一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
食
品
ロ
ス

の
量
は
、
約
2
8
9
万
ｔ
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
取
り
組
み
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
外
食
時
や
弁
当
な
ど

の
注
文
の
際
に
、
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
を

注
文
す
る
こ
と
や
、
買
い
物
を
す
る
と
き

に
は
、
冷
蔵
庫
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
必

要
な
物
だ
け
を
購
入
す
る
よ
う
に
心
掛
け

る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
！
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